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1．はじめに

　本地質図は，特定観測地域総括地質図「秋田県西部及び山形県西北部」の研究（平成11年度〜平成17年度）の一環として，先行してまとめられた当該地域の5万分の1地質図幅や文献を基に編集した．とくに問題となる点については若干の現地調査を行い，また新たに放射年代測定を加えてその解決に努めた．現地調査や放射年代測定で得られた知見については，いずれ別の機会に公表する予定なのでここでは記述しない．

　当初の計画では，既存の資料に基づいて編集するにとどめる予定であった．しかし，5万分の1地質図幅「阿仁合」と5万分の1地質図幅「戸賀・船川」については，秋田大学大学院生の小林紀彦と芳賀　誠，大熊康範，そして筑波大学大学院生の佐藤雄大による調査の結果，下部グリーン・タフの層序・構造の大幅な見直しが必要となった．そこで，鹿野和彦と大口健志は， 彼らの調査結果を取り入れて5万分の1地質図幅「阿仁合」を編集し直して，本地質図に組み込むことにした． 5万分の1地質図幅「戸賀・船川」については，当該地域がグリーン・タフの模式地となっていることから，慎重を期して調査を継続し，近い将来に改訂することとした．従って，本地質図では，5万分の1地質図幅「戸賀・船川」地域を編集対象から外している．

2．編集地域と資料

　本地質図が扱う地域を第1図に示す．

　本地質図は文献に掲げる地質図等の資料に基づいて編集した．基本となる図は地質調査総合センター（旧地質調査所）発行の5万分の1地質図幅である．

　「秋田県西部及び山形県西北部」地域は5万分の1地形図24区画にまたがるが，地質調査総合センターから刊行されている5万分の1地質図は23区画分，22図幅である（第1図）．5万分の1地形図「大曲」地域については未刊なので，秋田県総合地質図「大曲」を使用した．また，先に述べたように，5万分の1地質図幅「阿仁合」については鹿野と大口が既存資料と最新の調査結果に基づいて編集した図を充てている．
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第1図　秋田県西部・山形県西北部地域地質図の位置．細枠は5万分の1地質図幅の区画．
3．編集上の問題点

　「秋田県西部・山形県西北部」地域を編集する上で大きな問題が二つある．一つは，上部第四系，とくに段丘堆積物の区分と対比，そして，もう一つは，グリーン・タフの層序区分と対比である．

　1980年代初頭までの5万分の1地質図幅では，段丘堆積物は一括されており，それ以降の5万分の1地質図幅でも，区分はなされているものの，編年と対比の根拠は明示されていない．そこで，高位段丘堆積物から完新世段丘堆積物に至るまで一括されている図幅について全面的に空中写真判読を行い，文献の再調査を行ったほか，一部地域については短期間の踏査を行った． 

　広域テフラが少ないため，区分した堆積物の編年・対比の基準については依然として曖昧さが残るが，「秋田県西部・山形県西北部」地域の北部では，MIS（海洋酸素同位体比ステージ）5d（11.2〜11.5 ka）に洞爺カルデラから噴出した洞爺テフラ（Toya：町田・新井，2003）が分布する．また，米代川流域（5万分の1「鷹巣」図幅・同「能代」図幅）では，十和田火山起源のテフラもしくはその再堆積物が多数存在するので，これらを基準に確実度の高い対比・編年が可能である．一方，「秋田県西部・山形県西北部」地域の南部では新庄盆地（5万分の1「羽前金山」図幅・同「大沢」図幅）を除いて対比・編年に有効なテフラはほとんど見つかっていない．編年可能なテフラを欠く地域における段丘堆積物の区分・対比は，ローム層の色や厚さ，堆積物中の礫の風化の程度に基づいて行った．その結果，半数以上の5万分の1地質図幅について界線の変更・段丘面の区分の変更を行うことになった．とくに問題となったのは，秋田平野東部に分布する「潟西（かたにし）層」である．

　秋田平野東部に分布する「潟西層」は，高位段丘堆積物の堆積面より標高の低いところに位置し，その層位は不明である．本報告では，男鹿半島において潟西層の挟まれるとされる泥層（釜谷地層）や洞爺テフラも確認できないことから，この「潟西層」については，潟西層よりも直下にあって潟西層と同様に砂が卓越する鮪川層に対比した．ただし，秋田平野東部に分布する「潟西層」では模式地の鮪川層に挟まれている阿蘇１テフラや白頭男鹿テフラ，戸賀火山起源の男鹿パミスを確認していないので，この対比については，更に検討を要する．なお，米代川，雄物川などの下流域では広範囲に完新世河成段丘堆積物が分布するが，これらは庄内平野と秋田平野の一部を除く当地域の陸域の大部分が日本海沿岸に発達する大規模な活断層の隆起側に位置することに関係している． 

　グリーン・タフの層序区分と対比でとくに問題となるのは1950〜1960年代に出版された地質図幅である．1955年刊行された5万分の1地質図幅「阿仁合」は地形が険しいにもかかわらず短い調査日数でまとめられており，それ以降のグリーン・タフ研究で得られた様々な知見に基づいて見直すと，そのまま編集に使うことはできない．1959年刊行の5万分の1地質図幅「戸賀・船川」や1961年刊行の5万分の1地質図幅「羽前金山」もいうまでもない．

　5万分の1地質図幅「羽前金山」については，地層・岩体の区分が隣接図幅とは異なることが多く，また，新たな資料がほとんどないため，隣接図幅との接続に苦慮した．そこで，個々の岩相の類似性と層序学的位置，分布の接続を考慮して隣接図幅と整合するように区分し直した．また，新たな区分の境界の位置は，層厚または産状を考慮しつつ隣接図幅から外挿した．従って，その位置は正確ではない．東部については，大口の調査資料と馬場ほか（1991）で公表された大口とその共同研究者の成果に基づいて大まかな修正を施した図を用いた．
　これ以外に，作成時期や作成者が異なる5万分の1地質図幅については，隣接する地質図幅であっても図の境界で地質境界や属性，構造が連続しない箇所が数多く認められた．そのような場合は，土地分類基本調査でまとめられた表層地質図や最新の調査結果をまとめて文献を参照して修正することにしたが，結果的に，修正に生かすほどの新たな知見は得られなかった．そのため，最新の資料に基づいて層序対比を再検討し，層序区分を見直した．その結果，既に述べた以外にも，以下に列挙するように，層序区分のみならず，地層・岩体境界や断層の修正が必要になった所が多々あった．

· 5万分の1地質図幅「森岳」地域東部の船川層に接続する「米内沢」地域西部，藤琴川層の岩相境界修正

· 5万分の1地質図幅「阿仁合」地域北部と接続する「米内沢」地域南部のほぼすべての岩相境界の修正

· 5万分の1地質図幅「森岳」地域南部と「五城目」地域北部とが接続する地層群境界と断層の修正
· 5万分の1地質図幅「阿仁合」地域西部に接続する「五城目」地域東部の一部の地層・岩体境界と断層の修正
· 5万分の1地質図幅「阿仁合」地域南部に接続する「太平山」地域北部の一部の地層・岩体境界と断層の修正
· 5万分の1地質図幅「五城目」地域南部と「秋田」地域北部とで接続する俎山火山岩類など一部の地層・岩体境界と断層の修正
· 5万分の1地質図幅「秋田」地域東部に接続する「太平山」地域西部の一部の地層・岩体境界修正
· 5万分の1地質図幅「秋田」地域東部と「太平山」地域西部にまたがる萩形層・大倉又層・砂子淵層の層序区分変更と地層・岩体境界修正
· 5万分の1地質図幅「刈和野」地域北東部に接続する「太平山」地域南東の萩形層・大倉又層・砂子淵層・女川層の層序区分変更と地層・岩体境界修正
· 5万分の1地質図幅「太平山」地域の船川層上部を天徳寺層に，天徳寺層を笹岡層に変更
· 5万分の1地質図幅「本荘」地域東部と「大曲」地域西部とで接続する一部の地層境界修正
· 5万分の1地質図幅「大曲」地域東部，大森層の地層境界修正
· 5万分の1地質図幅「大曲」地域，ザッコ又安山岩部層の一部と法内安山岩部層の層位変更
· 5万分の1地質図幅「大曲」地域南部と「浅舞」地域北部とで接続する一部の地層境界修正
· 5万分の1地質図幅「本荘」地域東部と「矢島」地域東部の鹿ノ爪層・大簗層・八塩沢層を畑村層に繰り込み，岩相境界・断層の一部を修正
· 5万分の1地質図幅「湯沢」地域，大仙山層を畑村層に繰り込み，飯沢層・皿川層・雄勝川層を一括
· 5万分の1地質図幅「象潟」地域東部と「矢島」地域西部部とで接続する鳥海火山噴出物とこれに関連する堆積物の地層境界の一部修正
· 5万分の1地質図幅「象潟」地域，飛島の層序対比変更
　これらのほかに細部で岩相区分が異なる場合があった．実際の編集に当たっては，縮尺20万分の1を念頭に置いて，細かな岩相区分は適宜捨象した．

4．層序区分と対比

　本地質図に示す地層・岩体の層序単元は，それぞれの5万分の1地質図幅で区分されている地層・岩体を以下の基準で対比した上で，岩相や層序関係が互いに明瞭に識別できるように括っている（第1表）．

　5万分の1地質図幅間での地層・岩体対比は次のような方針で行った．

· 地質図幅の境界を越えて連続する地層・岩体は名称が異なっていてもそのまま対比

· 分布が離れている場合は，岩相層序の類似性，及び同時性を示す証拠（例えば鍵層，示準化石，放射年代）に基づいて対比

· 貫入岩については層序関係，構成物，組成等の類似性，放射年代に基づいて対比．

· 出羽丘陵の雄勝川層，飯沢層，皿川層，鹿ノ爪層，大簗層，八塩沢層，大仙山層のように原図の中で岩相層序が矛盾している場合は，放射年代と岩相層序を考慮して矛盾がないよう対比

· 明確な根拠がないときは原図通りの層位に位置づけ

　このような考え方に基づいて行った地層・岩体の岩相層序対比を別表に示す．

この対比表は岩相層序対比であり，これに従って示される各地質単元の境界は時間面と斜交する．例えば，男鹿半島の船川層と秋田平野の船川層とは形成時期に隔たりがある．このように顕著な場合は，対比表でもそれぞれを異なった層位に置いた．地質時代区分とそれぞれの絶対年代との対比は
Gradstein, F., Ogg, J. and Smith, A., eds. (2004) A Geologic Time Scale 2004. Cambridge University Press, 589 p.
による．ただし，第四紀の扱いについては未だ正式に定まっていないので従来通り，一つの「紀」として扱った．層序対比上，特に問題となった点は下記の通り．

· 「阿仁合」地域を模式とする大又層と阿仁合層の境界は曖昧であるが，玄武岩質溶岩・火砕岩が卓越する層準に置いた．大又層の岩相層序自体は曖昧なままとなっている．

· 「秋田」地域の萩形層の大部分はその最下部を除いて砂子淵層に組み入れた．

· 「太平山」地域の大倉又層安山岩溶岩及び溶結凝灰岩とされている地層のうち，少なくとも釜淵森層付近の岩石はデイサイトと流紋岩である．

· これと下位の玄武岩質安山岩〜安山岩を主体とする萩形層は間に黒雲母流紋岩溶結凝灰岩を挟んでいる．

· この溶結凝灰岩とほぼ同じ放射年代値を示すデイサイト火砕岩が「阿仁合」地域の玄武岩質火山岩（阿仁合層下部）に挟まれており，岩質がやや異なるものの，「太平山」地域の大倉又層と萩形層は「阿仁合」地域の玄武岩質火山岩（阿仁合層下部）とほぼ同じ層準であると考えた．

　段丘堆積物は，おおむね以下の基準で区分し直した．

　高位段丘堆積物：堆積面をもち，赤色ローム層に覆われる段丘堆積物．堆積物中の礫は風化が進み，クサリ礫化していることが多い．おおむねMIS 11～6（中期更新世後半）に堆積したと考えられる．

　中位段丘堆積物：明瞭な堆積面をもち，黄褐色ローム層に覆われる段丘堆積物。堆積物中の礫は若干風化しているが，クサリ礫はないか，あっても少量である．おおむねMIS 4～5（後期更新世前半）に堆積したと考えられる．本層ないし本層を覆うローム層中にToyaが認められることがある．なお，近年の関東～北陸の編年では従来の研究で中位段丘堆積物とされてきたものの中にMIS 6の堆積物が含まれていることが明らかになっているが，本地域ではMIS 6を示すテフラが見つかっていないので，従来の編年・対比基準に従った．

　低位段丘堆積物：明瞭な堆積面をもち，薄い褐色ローム層ないし黒色の表土に覆われる段丘堆積物．堆積物中の礫はおおむね新鮮である．MIS 3～1の前半（後期更新世後半）に堆積したと考えられる．

　完新世段丘堆積物：一般に開析されていない段丘面をなす．海岸部の離水ベンチを除くと，多くは河川下流で沖積低地に収斂する段丘面をなし，低地地下の沖積層と指交関係にある．完新世後期における海退や隆起，火砕流堆積物の堆積および河川の下刻作用などによって形成されたものを一括している．
　それぞれの5万分の1地質図幅で使用した試料と作業内容をは以下の通りである．
鷹巣：大月（1991），秋田県農政部（1985）
米内沢：大月（1991）

五城目：秋田地学教育学会編（1996）， 秋田地学教育学会五城目地区地学教育研修会実行委員会編（1990）

太平山：田力・池田（2005）

秋田：海成段丘アトラス（小池・町田，2001）．ただし高位段丘堆積物よりも下位の「潟西層」は機械的に「鮪川層」に変更

刈和野：5万分の1地質図幅のt7を機械的に「完新世段丘堆積物」に変更

大曲：独自の空中写真判読により訂正
羽後和田：副田（1999），田力・池田（2005），大月（1994）

本荘：海成段丘アトラス（小池・町田，2001）および独自の空中写真判読により訂正

浅舞：独自の空中写真判読と短期の踏査により訂正

羽前金山：松浦旅人（2003，2006）
飛島：宮内・山下（1992）

酒田：小松原（1997）
5．編集方法

　本地質図は，地質調査情報センター作成の5万分の1地質図幅の数値地質図ファイルを使用した．「大曲」については秋田県の許可を得てこれを数値化して編集に用いた．編集は次のような段階を踏んで行った．

· 個別の数値地質図の地層・岩体に対比基づいて当てはめた共通のコードを付与

· その後，数値ファイルから地質図を出力
· 出力図上で隣接する区画で整合するように地層・岩体，断層等の線要素を修正
· そのとき，20万分の1縮尺では判読できない地層・岩体を捨象
· これらの修正を反映させて数値ファイルを修正

· 修正数値ファイルから出力して修正内容を確認

　本地質図のように20万分の1縮尺では殆ど問題にはならないが，このようにして編集された地質図では，境界での幾何学的ゆがみをそのままにしているので，5万分の1縮尺で出力した場合は，境界で隙間や重なりが認められる．5万分の1地質図幅の境界を越えて隣り合う地質要素が連続するよう調整した数値ファイルはこれから編集する予定である．
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第1表　秋田県西部・山形県西北部地域の地質層序区分
	地質時代
	地層・岩体区分
	岩　相
	共通凡例番号
	放射年代（出典省略）

	
	埋め立て地，干拓地，鉱滓捨て場など
	
	1
	

	完新世
	沖積堆積物
	泥，砂及び礫（泥炭を伴う）
	2
	　

	
	砂丘，砂州及び砂浜堆積物
	砂（礫を伴う）
	3
	　

	
	最低位段丘堆積物
	礫，砂及び泥（軽石礫を伴う）
	4
	　

	
	湖沼堆積物
	砂及びシルト（礫，泥炭を伴う）
	5
	　

	
	扇状地及び崖錐堆積物
	礫，砂及び泥（火山岩屑を伴う）
	6
	　

	
	目潟噴出物
	玄武岩テフラ
	7
	　

	後期更新世〜完新世
	鳥海，森吉，寒風火山の火山岩屑
	安山岩岩塊，火山礫及びそれらの細粉
	8
	　

	
	　
	欠番
	9
	　

	
	鳥海火山噴出物（II〜III期）及び寒風火山噴出物
	安山岩溶岩（火山岩塊火山灰流を伴う）
	10
	　

	中期〜後期更新世
	低位段丘堆積物
	礫，砂及び泥（泥炭を伴う．米代川上流では軽石テフラとその再堆積物を伴う）
	11
	　

	
	古期砂丘堆積物
	砂（泥，礫を伴う）
	12
	　

	
	中位段丘堆積物
	礫，砂，泥（亜炭及び火山灰を伴う）
	13
	　

	
	古期扇状地堆積物
	礫，砂及び泥（火山岩屑を伴う）
	14
	　

	
	高位段丘堆積物
	礫，砂，泥（亜炭及び火山灰を伴う）
	15
	　

	前期〜中期更新世
	鳥海火山噴出物（I期）など
	安山岩岩塊，火山礫及びそれらの細粉（火山灰及び河床礫を伴う）
	16
	　

	
	
	安山岩溶岩（火山岩塊火山灰流，岩脈を伴う）
	216
	　

	前期〜中期更新世
	庄内層群，山屋層，蕗沢層，鮪川層（戸賀軽石層），湯車層，
	砂，礫及び泥（褐炭を伴う）
	17
	　

	
	
	デイサイト凝灰岩・軽石火山礫凝灰岩 
	18
	 1.0, 1.1, 1.2Ma　（FT)

	
	
	玄武岩〜安山岩溶岩・火山礫凝灰岩，砂〜及びシルト
	19
	 0.5, 0.7, 1.0Ma（K-Ar)

	
	常禅寺層，折渡層，西目層，高岡層，中沢層
	砂岩（酸性凝灰岩，砂凝灰岩，シルト岩，亜炭，礫岩を伴う）
	20
	　

	
	
	酸性凝灰岩
	21
	　

	
	観音寺層，笹岡層，前山川層，薄井沢層
	礫岩（砂岩，泥岩及び亜炭を伴う）
	22
	　

	
	
	砂岩（シルト岩，礫岩及び酸性凝灰岩を伴う）
	23
	　

	
	
	シルト岩，砂岩泥岩互層など（酸性凝灰岩を伴う）
	24
	　

	
	
	アルカリ長石含有黒雲母流紋岩溶岩
	25
	　

	
	
	酸性軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩及び凝灰質砂岩
	26
	　

	
	丸山層，鮭川層，真室川層主部，天徳寺層，小比内沢層
	黒雲母角閃石デイサイト溶岩・火砕岩（羽黒山デイサイトなど）
	27
	1.4, 1.5, 1.7, 2.0Ma（K-Ar)

	
	
	安山岩溶岩
	28
	1.2Ma（K-Ar)

	
	
	礫岩
	29
	　

	
	
	欠番
	30
	　

	鮮新世
	
	シルト岩及び暗灰色泥岩，砂岩シルト岩互層（礫岩，酸性凝灰岩，凝灰質砂岩を伴う）
	31
	　

	
	
	酸性凝灰岩及び凝灰質砂岩（礫岩を伴う）
	32
	　

	
	館山層，羽根沢層，芦沢層，下部天徳寺層など
	砂岩（シルト岩を伴う）
	33
	　

	
	
	欠番
	34
	　

	
	
	酸性凝灰岩及び凝灰質砂岩
	35
	　

	
	
	灰色泥岩・シルト岩（酸性凝灰岩，砂岩を伴う）
	36
	　

	
	
	砂岩及び礫岩（酸性凝灰岩，シルト岩を伴う）
	37
	 4.4Ma（FT)

	
	
	玄武岩〜安山岩火砕岩
	38
	　

	後期中新世
	貫入岩
	流紋岩　　　　　　　　　　　
	39
	　

	
	
	デイサイト
	40
	3.0Ma（K-Aｒ）

	
	
	安山岩もしくは閃緑玢岩
	41
	9.6Ma（K-Ar)

	
	
	玄武岩及びドレライト
	42
	　

	
	北俣層，古口層，三途川層，船川層，藤琴川層
	安山岩火山溶岩・火砕岩（玄武岩溶岩・貫入岩，砂岩，シルト岩を伴う）
	43
	3.4, 3.5, 3.6, 4.1,4.3, 4.4, 4.6, 4.9, 6.4, 7.0, 7.4, 7.9, 8.1Ma（K-Ar）　　　　4.7（FT)

	
	
	砂岩（礫岩，泥岩を伴う）
	44
	　

	
	
	砂質含礫泥岩及び砂岩泥岩互層
	45
	　

	
	
	デイサイト
	46
	　

	
	
	酸性軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩及び凝灰質砂岩（上部七座凝灰岩など）
	47
	　

	中期中新世
	
	暗灰色泥岩（凝灰質砂岩，酸性凝灰岩を伴う）
	48
	　

	
	
	酸性軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩及び凝灰質砂岩（暗灰色泥岩を伴う）（下部七座凝灰岩など）
	49
	10.8Ma（FT)

	
	
	砂岩泥岩互層
	50
	　

	
	
	砂岩（砂泥岩を伴なう）
	51
	　

	
	
	安山岩起源凝灰質砂岩
	52
	　

	
	
	安山岩（〜デイサイト）溶岩・火砕岩
	53
	　

	
	貫入岩
	ホルンフェルス
	54
	　

	
	
	流紋岩　　　
	55
	4.9, 5.3, 5.8, 6.2Ma（K-Ar)

	
	
	花崗閃緑岩，石英閃緑岩など
	56
	7.3, 10.7Ma（K-Ar)

	
	
	デイサイト
	57
	4.4, 6.0, 7.2Ma（FT）　　　　　　　　　　　　　　　6.4Ma（K-Ar)

	
	
	安山岩溶岩
	58
	　

	
	
	ドレライト（安山岩，はんれい岩を伴う）
	59
	9.9, 10.0Ma（K-Ar)

	
	上部草薙層，大滝層，上部女川層，岩谷層
	泥岩及び凝灰岩
	60
	　

	
	
	砂岩
	61
	　

	
	
	礫岩及び砂岩
	62
	　

	
	
	流紋岩〜デイサイト
	63
	7.5, 9.5Ma（K-Ar)

	
	
	珪質泥岩（珪藻質泥岩，凝灰質泥岩，酸性凝灰岩，砂岩を伴う）
	64
	　

	
	
	酸性軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩（泥岩を伴う）
	65
	　

	
	下部草薙層，下部大滝層，下部女川層，下部俎山火山岩類，最上部小猿部川層，最上部早口川層，岩谷層
	玄武岩溶岩・火砕岩（泥岩，砂岩，礫岩，ドレライトを伴う）
	66
	10.2Ma（K-Ar)

	
	
	安山岩〜デイサイト溶岩・火砕岩
	67
	3.5, 3.9, 4.0, 4.1, 6.4Ma（K-Ar）　　　　　8.1Ma（FT)

	
	
	玄武岩
	68
	3.5, 3.9, 4.0, 4.1, 6.4Ma（K-Ar）,　　　8.1Ma（FT)

	
	
	珪質泥岩（珪藻泥岩，酸性凝灰岩，凝灰質砂岩を伴う）
	69
	　

	
	
	凝灰岩
	70
	　

	
	西黒沢層，青沢層，石蓋狩沢泥岩部層，大川層，金山層，大森層，須郷田層，権現山層，砂子渕層，大倉又層の一部，桐内層，小猿部川層，小谷沢層，早口川層，黒石沢層
	泥岩，シルト岩及び硬質泥岩凝灰岩互層（砂岩，酸性軽石火山礫凝灰岩を伴う）
	71
	　

	
	
	玄武岩溶岩・火砕岩（泥岩，酸性凝灰岩，砂岩を伴う）
	72
	5.2, 9.6, 11, 12, 15Ma（K-Ar)

	
	
	流紋岩〜デイサイト溶岩・火砕岩
	73
	5.2, 9.6, 11, 12, 15Ma（K-Ar)

	
	
	酸性軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩（泥岩，砂岩，礫岩などを伴う）
	74
	　

	
	
	安山岩溶岩・火砕岩（玄武岩溶岩，酸性火砕岩，砂岩，泥岩などを伴う）
	75
	10.3,10.4, 13.0Ma（K-Ar)

	
	
	暗灰色泥岩及びシルト岩（凝灰質砂岩，玄武岩火砕岩，酸性凝灰岩を伴う）
	76
	　

	
	
	酸性軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩及び凝灰質砂岩
	77
	　

	
	
	泥岩（砂岩，礫岩，酸性凝灰岩，玄武岩火砕岩を伴う）
	78
	　

	
	
	酸性軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩（デイサイト溶岩，砂岩，泥岩を伴う）
	79
	　

	
	
	玄武岩〜安山岩溶岩・火砕岩（酸性凝灰岩，泥岩，砂岩，礫岩を伴う）
	80
	　

	
	
	砂岩及び礫岩（泥岩及び酸性軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩を伴う）
	81
	N9（15Ma）

	
	畑村層，皿川層，大仙山層，八塩沢川層，大倉又層，砂子渕層の一部，萩形層の一部，上部阿仁合層，巻渊層，黒石沢層，台島層
	砂岩及び礫岩（泥岩，酸性凝灰岩を伴う）
	82
	　

	前期中新世
	
	流紋岩〜デイサイト溶岩
	83
	21.9, 24.3, 25.1, 23.7, 25.7Ma（K-Ar)

	
	
	デイサイト軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩（大部分は溶結）（泥岩，砂岩，玄武岩〜安山岩火砕岩を伴う）
	84
	8.4, 17.4, 18.8, 19.8, 20.0, 20.9, 21.0, 22.0, 21.9Ma（FT)

	
	
	玄武岩安山岩溶岩・火砕岩（酸性凝灰岩，泥岩，砂岩を伴う）
	85
	16.7,　17.0, 18.0,　18.4,　18.8， 19.1, 19.8, 20.2, 20.4Ma（K-Ar)

	
	
	安山岩溶岩，同質溶結凝灰岩など（砂岩，礫岩，酸性火砕岩を伴う）　
	86
	14.9 Ma, 15.8, 20.6Ma（K-Ar),  15.5, 16.2Ma（FT)

	
	
	礫岩及び砂岩（泥岩，シルト岩などを伴なう）
	87
	　

	
	及位層，飯沢層，雄勝川層，鹿ノ爪層，萩形層の一部，大又層の一部，下部阿仁合層，藤倉川層
	泥岩（砂岩，礫岩，石炭を伴う）
	88
	　

	
	
	流紋岩〜デイサイト火山礫凝灰岩・凝灰岩（大半は溶結）
	89
	　

	
	
	玄武岩〜玄武岩質安山岩溶岩・貫入岩・火砕岩（火砕サージ堆積物）
	90
	　

	
	
	安山岩溶岩・火砕岩
	91
	23.3Ma（K-Ar)

	漸新世
	門前層，大又層，萩形層の一部，山内層，湯ノ沢川層，及位層の一部
	流紋岩〜デイサイト溶岩・貫入岩・火砕岩
	92
	21.9, 23.2, 24.3Ma（FT)

	
	
	砂岩，泥岩，礫岩など
	93
	　

	
	
	玄武岩
	94
	　

	
	
	流紋岩
	95
	　

	
	
	玄武岩〜デイサイト溶岩・火砕岩
	96
	　

	中期〜後期始新世

	

	前期始新世
	赤島層
	デイサイト溶結火砕岩など（ホルンフェルス）
	97
	48.0, 49.3, 50.1, 51.4, 52.4Ma（FT)

	
	
	安山岩溶岩・火砕岩（ホルンフェルス）
	197
	48.0, 49.3, 50.1, 51.4, 52.4Ma（FT)

	暁新世
	アダメロ岩
	角閃石黒雲母アダメロ岩
	98
	59.1, 60.4, 60.7Ma（FT)

	白亜紀
	花崗岩，花崗閃緑岩
	角閃石黒雲母花崗閃緑岩，黒雲母花崗岩など
	99
	　

	
	はんれい岩など
	角閃石はんれい岩
	100
	　

	先白亜紀
	変成岩
	黒雲母角閃岩，黒雲母片麻岩，苦鉄質ホルンフェルスなど
	101
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